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特 集 1 第12回定時総会開催報告

１ 

会
長
あ
い
さ
つ

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
を

取
り
巻
く
状
況

　

三
密
を
避
け
る
た
め
、
書
面
又
は
電
磁
的
方
法
に
よ

る
意
思
表
示
を
お
願
い
し
た
結
果
、
会
場
出
席
者
は
少

な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

現
状
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
や
緊
急
事
態
宣
言

も
発
令
さ
れ
て
い
な
い
。
収
ま
っ
た
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
中
で
守
る
べ
き
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　

海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
あ
り
、
終
息
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
と

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
令
和
３
年
度
事
業
報
告
承
認

　
　
　
　
　
　
の
件　
　
　
高
橋
専
務
理
事

■
提
案
説
明

第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の

　
　
　
向
上
に
関
す
る
事
業

　

調
査
研
究
事
業
で
は
、
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
や

汚
れ
に
つ
い
て
計
測
器
等
を
使
用
し
、
清
掃
の
前
後
で

数
値
比
較
を
行
っ
た
結
果
を
『
清
掃
状
況
の
「
見
え
る

化
」
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
と
し
て
ま
と
め
た
。

　

研
修
は
、
感
染
防
止
対
策
に
注
意
を
払
っ
て
実
施
。

前
年
度
に
比
べ
、
実
施
回
数
は
５
回
増
の
25
回
、
受
講

者
数
は
１
４
４
名
増
の
４
９
０
名
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
清
掃
で
の
適

切
な
知
識
」
と
題
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
の
協
力
を
得
て
障
が
い
者
雇
用
の
現
場

を
動
画
「
障
が
い
者
ス
タ
ッ
フ
の
一
日
を
追
っ
て
」
に

ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、

　
　
　
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

言
わ
れ
て
い
る
。
一
日
も
早
く
戦
争
が
終
結
し
、
平
和

が
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
。

協
会
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

協
会
の
１
年
間
だ
が
、
各
種
講
習
会
に
つ
い
て
は
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
ま
た
受
講
者
の
人
数
を
絞
り

な
が
ら
も
極
力
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
員
・
受

講
者
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
取
り
組
ん
で
き

た
。
ま
た
、
時
宜
に
適
し
た
質
の
高
い
セ
ミ
ナ
ー
を
届

け
て
き
た
。
一
方
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
は
１

年
先
送
り
と
し
、
野
球
大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
会
員

の
皆
様
の
関
係
を
深
め
る
行
事
も
開
催
で
き
な
か
っ
た
。

令
和
４
年
は
、
一
日
も
早
く
通
常
の
ペ
ー
ス
を
取
り
戻

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
平
時
の
と
お
り
に
開
催
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

当
協
会
は
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
。
記
念
式
典
等
は

６
月
20
日
に
実
施
す
る
の
で
、
皆
様
の
ご
出
席
を
お
願

い
す
る
。

　

ま
た
、
役
員
の
任
期
も
１
期
２
年
の
２
年
目
に
入
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
役
員
一
同
、
心
を
引
き
締
め
て
業
務

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

総
会
の
議
案
に
つ
い
て

　

本
日
は
、
令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
、

諸
規
程
の
一
部
改
正
等
が
あ
る
。
総
会
が
成
功
裏
に
終

わ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

佐々木会長
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警
備
員
に
対
す
る
講
習
は
法
定
教
育
で
あ
る
た
め
、

感
染
防
止
対
策
に
留
意
し
、
極
力
開
催
し
た
。
前
年
度

を
11
回
上
回
る
65
回
の
講
習
会
を
実
施
、
受
講
者
数
は

前
年
度
比
２
２
３
名
増
の
２
０
０
３
名
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
死
亡
事
故
が
発
生
し
た
「
二
酸
化
炭

素
消
火
設
備
の
安
全
管
理
対
策
」
や
「
警
備
員
の
接
客

マ
ナ
ー
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。

　
『
警
備
員
教
本
』
及
び
『
警
備
員
手
帳
』
を
４
年
ぶ

り
に
改
訂
し
た
。

第
３　
建
築
設
備
機
器
の

　
　
　
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

調
査
研
究
で
は
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
各
社
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
し
、
冊
子
に

ま
と
め
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社
の
協
力
で
、
最

新
技
術
を
取
り
入
れ
た
研
修
セ
ン
タ
ー
を
見
学
、
墜
落
・

感
電
等
の
事
故
を
体
感
で
き
る
Ｖ
Ｒ
設
備
の
体
験
等
を

行
っ
た
。

　

講
習
会
は
実
習
で
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
す
る

な
ど
、
感
染
防
止
対
策
に
留
意
し
て
開
催
。
前
年
度
と

比
べ
、
実
施
回
数
は
７
回
増
の
31
回
、
受
講
者
数
は

２
１
４
名
増
の
６
３
８
名
と
な
っ
た
。

　

保
全
セ
ミ
ナ
ー
は
、
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時

代
に
お
け
る
省
エ
ネ
」
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
た
。

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

労
働
安
全
関
係
で
は
、
危
険
予
知
訓
練
講
習
会
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
講
習
会
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
講

習
会
な
ど
を
実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、 「
高
所
作
業
時
の

熱
中
症
対
策
と
安
全
確
保
」、 「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
職

場
巡
視
」、 「
転
倒
予
防
・
転
倒
防
止
」
な
ど
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
。

　

求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、
求
人
会
社
な
ど
の
協

力
を
得
て
人
手
不
足
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
、
オ
ン
ラ

イ
ン
配
信
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
結
果
、
利
用
社
数

や
応
募
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

社
会
貢
献
事
業
で
は
、
就
労
体
験
を
学
校
及
び
企
業

で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
別
支
援
学
校
に
講
師
を
派

遣
し
た
。
ま
た
、
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
ほ
か
、
日
本
空
港
テ
ク
ノ
株
式
会
社
の
協
力
で
、

障
が
い
者
が
活
躍
し
て
い
る
清
掃
現
場
の
見
学
会
を
実

施
し
た
。

　

品
質
管
理
に
関
し
、
新
た
に
「
ト
ラ
ブ
ル
・
ク
レ
ー

ム
・
労
働
災
害
の
再
発
防
止
対
策
講
座
」
を
実
施
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
大
会
で
は
、
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
に
お
け
る
転
倒
災
害
の
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い

た
だ
い
た
。

　

広
報
誌
は
通
常
通
り
、
11
回
発
行
し
た
。

　

こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
独
自
に
東
京
地
区

応
募
作
品
１
１
４
１
点
の
中
か
ら
12
点
の
優
秀
作
品
を

選
び
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
会
員
及
び
都
内
全
公
立
小

学
校
等
に
配
付
し
た
。

高橋専務理事

密を避けた会場風景
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特 集 1 第12回定時総会開催報告

第
５　
収
益
等
そ
の
他
事
業

　

都
知
事
等
宛
て
に
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
な
ど
５
項

目
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都

財
務
局
と
２
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
意
見
交
換
し
た
。

　

労
務
関
係
講
習
は
、
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適

用
拡
大
に
関
す
る
最
新
の
法
改
正
や
雇
用
情
勢
へ
の
対

応
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
す

る
と
と
も
に
、
解
説
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
現
場
で
知
っ
ト
ク
短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険

適
用
拡
大
」
を
作
成
し
た
。

　

最
低
賃
金
の
上
昇
と
契
約
改
定
率
と
の
乖
離
及
び
そ

れ
に
伴
う
経
営
難
に
つ
い
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
向
け
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

　

会
員
概
括
調
査
を
実
施
し
、
回
答
率
は
42
％
だ
っ
た
。

　

親
睦
事
業
で
は
、
野
球
大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
、

新
た
に
都
立
動
物
園
等
へ
の
招
待
や
観
劇
観
覧
補
助
を

実
施
し
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
は
、
中
期
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
各
種
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
は
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
、
参
加

規
模
を
絞
り
飲
食
な
し
で
実
施
し
た
。

　

優
良
従
業
員
表
彰
は
コ
ロ
ナ
禍
で
式
典
を
中
止
、
受

賞
者
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
送
付
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
支
援

事
業
で
は
、
ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
の
一
員
と
し

て
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
に
参
画
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
記
録
を
冊
子
に
ま
と
め
、
全
会
員
に
配
付

し
た
。

第
２
号
議
案　
令
和
３
年
度 

決
算
承
認
の
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

■
提
案
説
明

１　
経
常
収
益

　

会
費
収
益
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
第
２
四
半
期
に
会
費
半

額
減
免
を
行
っ
た
た
め
、
予
算
１
億
７
５
０
９
万
円
に

対
し
、
決
算
額
は
１
億
５
２
８
５
万
円
だ
っ
た
。
事
業

収
益
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
受
講
定
員
を
従
来
の
50

％
と
し
た
ほ
か
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
の
中

止
や
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
縮
小
開
催
の
た
め
、
予
算

１
億
３
２
６
０
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
９
４
８
９
万

円
だ
っ
た
。
雑
収
益
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
共

同
企
業
体
か
ら
の
出
資
配
当
金
等
が
あ
り
、
２
７
５
２
万

円
と
な
っ
た
。

　

経
常
収
益
計
は
、
２
億
７
６
７
６
万
円
と
、
予
算
額

３
億
１
０
０
６
万
円
に
対
し
て
、
△
３
３
２
９
万
円
と

な
っ
た
。

２　
経
常
費
用

　

全
体
に
感
染
症
対
策
で
一
部
事
業
の
中
止
や
縮
小
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
執
行
残
が
生
じ
た
。

⑴
事
業
費

　

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費
は
、

講
習
会
の
中
止
等
で
支
出
が
減
少
し
た
が
、
予
算
額

１
３
１
４
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
１
３
４
８
万
円
と

な
っ
た
。

　

犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る
事
業
費
は
、

委
員
会
開
催
回
数
が
少
な
か
っ
た
等
の
た
め
、
予
算
額

１
４
３
８
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
９
０
８
万
円
と
な

っ
た
。

　

建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費

は
、
情
報
交
換
会
の
中
止
、
講
習
会
の
一
部
中
止
の

た
め
、
予
算
額
１
２
９
８
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は

１
０
３
９
万
円
と
な
っ
た
。

　

普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
反
面
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
を
中
止
し
た
た
め
、
予
算
額
６
３
５
１
万
円

榎本財務委員長
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に
対
し
、
決
算
額
は
３
５
７
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
は
、
各
種
研
修
設
備
設
置

工
事
等
を
行
っ
た
反
面
、
厚
生
事
業
や
新
年
賀
詞
交
歓

会
、
優
良
従
業
員
表
彰
式
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
業
報
告

会
の
縮
小
の
た
め
、
予
算
額
１
億
１
５
５
５
万
円
に
対

し
、
決
算
額
は
７
０
２
３
万
円
と
な
っ
た
。

　

事
業
費
計
は
、
予
算
額
２
億
１
９
５
８
万
円
に
対
し
、

決
算
額
は
１
億
３
８
９
３
万
円
と
な
っ
た
。

⑵
管
理
費

　

会
員
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
た
め
、
予
算

額
１
億
５
３
５
５
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
１
億
５
３

９
３
万
円
と
な
っ
た
。

３　
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額

　

経
常
収
益
か
ら
経
常
費
用
を
引
い
た
評
価
損
益
等
調

整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
△
１
６
０
９
万
円
と
な
っ

た
。

４　
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
11
億
９
７
５
６
万
円
、
負
債
合
計
は

９
５
５
８
万
円
、
資
産
か
ら
負
債
を
引
い
た
正
味
財
産

合
計
は
11
億
１
９
８
万
円
と
な
っ
た
。

５　
公
益
法
人
の
財
務
基
準
の
達
成
状
況

　

公
益
事
業
比
率
は
63
％
と
な
り
、
公
益
事
業
比
率
50

％
以
上
を
確
保
し
た
。

　

収
支
相
償
は
、
公
益
目
的
事
業
の
各
事
業
の
経
常
収

益
と
経
常
費
用
を
比
べ
た
第
一
段
階
、
公
益
目
的
事
業

の
経
常
収
益
合
計
額
に
会
費
・
入
会
金
収
益
の
50
％
を

加
え
て
経
常
費
用
と
比
較
し
た
第
二
段
階
と
も
に
経
常

費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
り
、
達
成
し
た
。

　

遊
休
財
産
保
有
制
限
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の

保
有
制
限
額
１
億
７
７
２
９
万
円
に
対
し
、
遊
休
財
産

は
１
億
４
７
７
１
万
円
と
な
り
、
制
限
内
だ
っ
た
。

　

以
上
、
公
益
法
人
会
計
基
準
を
全
て
満
た
し
て
い
る
。

― 

監
査
報
告 

―　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
野
監
事

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
会
計
及
び
業
務
の
監
査
を
行

い
、
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

１　
監
査
の
方
法

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠
書

類
を
精
査
し
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。
業

務
監
査
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会
議
に

出
席
し
、
理
事
の
業
務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書
類
の
閲

覧
な
ど
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行
い
、
業
務
執

行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２　
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致
し
、

法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く
示
し
て
い

る
と
認
め
る
。
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る
不
正
な
行

為
並
び
に
法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
い
と

認
め
る
。

■
採
決

　

第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
、
挙
手
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
第
１
号
議
案
、
第
２
号
議
案
と
も
に
総

会
出
席
正
会
員
数
の
３
分
の
２
の
２
６
２
名
を
上
回
る

賛
成
を
得
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

坂野監事
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第
３
号
議
案　
諸
規
程
等
の
一
部
改
正　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

■
提
案
説
明

そ
の
１　
定
款
施
行
規
則

　

改
正
点
は
２
点
。１
点
目
は
、
緊
急
時
の
会
費
減
免

や
退
会
会
員
の
再
入
会
に
か
か
る
入
会
金
免
除
に
つ
い

て
明
記
す
る
ほ
か
、
入
会
促
進
活
動
の
際
に
入
会
金
免

除
が
で
き
る
よ
う
に
改
正
す
る
。
既
に
コ
ロ
ナ
禍
に
伴

い
特
例
で
半
額
減
免
し
た
が
、
自
然
災
害
又
は
そ
の
他

非
常
事
態
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
や
再
入
会
の
場

合
、
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
場
合
に
減

免
で
き
る
と
盛
り
込
む
。

　

２
点
目
は
、
役
員
選
任
方
法
に
つ
い
て
規
程
上
の
欠

缺
を
是
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
款
第
23
条
で
「
別
に

定
め
る
」
と
し
て
い
る
役
員
選
任
方
法
に
つ
い
て
、
関

連
す
る
施
行
規
則
に
は
理
事
会
推
薦
理
事
の
こ
と
が
抜

け
落
ち
て
い
る
た
め
、
文
言
を
追
加
す
る
。

そ
の
２　
理
事
会
に
よ
る

　
　
　
　
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
規
程

　

こ
れ
も
役
員
の
選
任
方
法
に
つ
い
て
、
規
程
上
の
欠

缺
を
是
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
１
条
の
規
程
の
目
的

に
、
参
照
条
文
と
し
て
、
定
款
第
23
条
第
１
項
を
追
加

す
る
。

そ
の
３　
会
員
の
入
退
会
、
倫
理
等
に
関
す
る

　
　
　
　

 

規
則

　

賛
助
会
員
の
継
続
入
会
に
つ
い
て
追
記
す
る
も
の
で

あ
る
。
会
社
合
併
等
に
伴
う
賛
助
会
員
の
継
続
入
会
に

つ
い
て
の
規
定
が
未
整
備
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
関
係

条
項
を
追
加
す
る
。

■
採
決

　

そ
の
１
か
ら
そ
の
３
ま
で
個
別
に
挙
手
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
も
出
席
正
会
員
総
数
の
過
半
数
で
あ
る

１
９
７
名
以
上
の
賛
成
を
得
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案　
令
和
４・５
年
度 
役
員
立
候

補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
件

　
　
　
　
　
　
竹
田
役
員
候
補
審
査
委
員
長

■
提
案
説
明

　

次
期
の
役
員
立
候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
候

補
者
名
簿
を
提
案
す
る
。
委
員
は
５
名
、
任
期
は
２
年

で
３
期
６
年
が
限
度
と
さ
れ
、
役
員
を
除
く
正
会
員
の

代
表
者
か
ら
総
会
で
選
任
す
る
。
委
員
は
全
国
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
も
兼
ね
る
。
今
回
の
提
案
は
、
現
委
員
５
名
を

令
和
６
年
の
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
継
続
選
任
す
る
も

の
で
あ
る
。

■
採
決

　

挙
手
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
出
席
正
会
員
総
数
の
過
半

数
で
あ
る
１
９
７
名
以
上
の
賛
成
を
得
て
可
決
、
承
認

さ
れ
た
。

木村総務委員長

竹田役員候補審査委員長
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３　
報
告
事
項

⑴　
一
般
報
告　
　
　
　

  

高
橋
専
務
理
事

　

正
会
員
数
は
、
現
在
５
１
２
社
で
あ
る
。
10
年
ほ
ど

５
０
０
社
余
り
で
推
移
し
て
き
た
が
、
こ
こ
２
～
３
年
、

微
増
傾
向
に
あ
る
。

　

入
会
の
動
機
は
、
社
員
教
育
の
充
実
や
最
新
の
情
報

の
入
手
、
業
界
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
挙

げ
る
会
社
が
多
い
。
退
会
理
由
と
し
て
は
、
合
併
や
後

継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
業
績
不
振
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
年
３
月
、
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
未

加
入
の
会
社
４
４
７
社
に
対
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
送
付
し
た
。
そ
の
結
果
を
注
視
し
つ
つ
、
今
年
後
半

に
も
第
二
次
の
送
付
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵　
全
国
協
会
報
告　

　
　
　
　
　
　

  　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

　

４
月
21
日
、
全
国
協
会
の
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
主

要
な
も
の
を
報
告
す
る
。

　

１
点
目
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
防
疫
業
務
を

担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
「
感
染
制
御
衛
生
管
理
士
認

定
講
習
会
」
の
受
講
対
象
を
全
会
員
に
拡
大
す
る
。

　

２
点
目
は
、「
清
掃
作
業
監
督
者
講
習
（
新
規
講
習
・

再
講
習
）」の
実
施
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の
た
め
、

料
金
設
定
も
含
め
、
受
講
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

３
点
目
は
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
で
あ
る
。

各
種
試
験
・
講
習
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
情
報
伝
達
媒
体

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
方
法
を
ご
案
内
す
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
会
員
に
お
届
け
す
る
。

⑶　
令
和
４
年
度 
事
業
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
高
橋
専
務
理
事

　

３
月
１
日
の
第
１
１
９
回
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
令

和
４
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
な
ど
主
な

事
項
を
報
告
す
る
。

第
１　
建
築
物
の
環
境
衛
生
の

　
　
　
向
上
に
関
す
る
事
業

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」

に
関
す
る
調
査
及
び
洗
剤
同
士
の
混
合
事
故
防
止
に
向

け
た
印
刷
物
の
作
成
を
実
施
す
る
。

　

新
た
に
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
に
よ
る
「
清

掃
お
仕
事
紹
介
」
チ
ラ
シ
の
作
成
と
労
務
管
理
委
員
会

に
よ
る
『
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
集
』
を
作
成
す
る
。

第
２　
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、

　
　
　
災
害
の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

前
年
度
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
「
防
火
・
防
災
業

務
に
関
す
る
実
態
調
査
」
を
実
施
す
る
。

　

新
た
に
、
現
場
管
理
者
向
け
に
「
非
常
時
対
応
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
習
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
『
現
場
警
備
責

任
者
の
た
め
の
Ｑ
＆
Ａ
』
を
作
成
す
る
。

第
３　
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の

　
　
　
防
止
に
関
す
る
事
業

　

前
年
度
に
引
き
続
き
設
備
員
の
教
育
方
法
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
実
施
す
る
ほ
か
、
新
た
に
職
場
に
お
け
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
の
た
め
の
調
査
研
究
を
行
う
。

第
４　
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

社
会
貢
献
事
業
の
障
が
い
者
支
援
事
業
で
は
、
新
た

野口東京地区本部長
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に
「
よ
く
わ
か
る
床
清
掃
講
習
」、
「
よ
く
わ
か
る
ガ

ラ
ス
清
掃
講
習
」
な
ど
、
４
つ
の
講
習
を
開
始
す
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
に
つ
い
て

は
、
こ
の
７
月
14
・
15
日
に
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー

浜
松
町
館
で
開
催
す
る
。４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
。

第
５　
収
益
等
そ
の
他
の
事
業

　

海
外
研
修
視
察
は
、
海
外
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
実
施
を
見
送
る
。

⑷　
令
和
４
年
度 

予
算　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

榎
本
財
務
委
員
長

　

３
月
１
日
の
第
１
１
９
回
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
令

和
４
年
度
予
算
の
概
要
を
報
告
す
る
。
予
算
は
、
コ
ロ

ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ
と
を
前
提
に
、
平
年

ベ
ー
ス
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。

１　
経
常
収
益

　

会
費
収
益
、
入
会
金
収
益
、
講
習
会
等
の
事
業
収
益

は
、
概
ね
３
年
度
予
算
と
同
額
を
計
上
し
、
３
年
度
比

△
１
６
２
万
円
の
３
億
８
４
４
万
円
を
計
上
し
た
。

２　
経
常
費
用

⑴　
事
業
費

①　

建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

　
『
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
集
』
の
作
成
費
用
を
計
上
し
、

３
年
度
よ
り
１
１
２
万
円
増
の
１
６
６
４
万
円
を
計
上

し
た
。

②　

犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関

す
る
事
業
費

　
『
警
備
員
教
本
』
と
『
警
備
員
手
帳
』
の
改
訂
が
３

年
度
に
終
了
し
た
た
め
、
前
年
比
△
２
８
１
万
円
の

１
１
５
６
万
円
を
計
上
し
た
。

③　

建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費

　

講
習
会
動
画
作
成
や
テ
キ
ス
ト
増
刷
費
用
を
計
上
し
、

３
年
度
よ
り
５
９
６
万
円
増
の
１
８
９
４
万
円
を
計
上

し
た
。

④　

普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
費

　

講
習
会
、
書
籍
販
売
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
開
設
費
用
や
求

人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
の
広

告
宣
伝
費
が
増
加
し
、
３
年
度
比
６
１
２
万
円
増
の

６
７
２
７
万
円
を
計
上
し
た
。

⑤　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費

　

協
会
周
年
事
業
費
を
計
上
し
、
３
年
度
比
１
２
７
７

万
円
増
の
１
億
２
８
３
３
万
円
を
計
上
し
た
。

　

以
上
、
事
業
費
計
は
、
３
年
度
比
２
３
１
７
万
円
増

の
２
億
４
２
７
５
万
円
と
な
っ
た
。

⑵　
管
理
費

　

設
備
保
全
等
の
専
任
講
師
の
採
用
費
用
等
を
計
上
し
、

３
年
度
比
９
６
１
万
円
増
の
１
億
６
３
１
７
万
円
を
計

上
し
た
。

　

事
業
費
と
管
理
費
の
合
計
で
あ
る
経
常
費
用
は
、
３

年
度
比
３
２
７
８
万
円
増
の
４
億
５
９
２
万
円
と
な
っ

た
。

３　
評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
な
ど

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
△

９
７
４
８
万
円
と
な
っ
た
。

　

租
税
公
課
を
５
０
０
万
円
と
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
収

益
事
業
収
益
振
替
後
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、

△
１
億
２
４
８
万
円
と
な
っ
た
。

　

正
味
財
産
期
末
残
高
は
、
９
億
１
４
１
５
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。
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還暦のお祝い対象者

以下6名� （敬称略・氏名五十音順）

会　社　名 役　職 氏　名

東急ビルメンテナンス株式会社 取締役社長 大熊　　剛

株式会社MG ファシリティーズ 代表取締役社長 小茅　哲司

JA 共済ビジネスサポート株式会社 代表取締役社長 佐古　敏明

株式会社小田急ビルサービス 代表取締役社長 菅澤　一郎

臨海総合サービス株式会社 代表取締役 田中　文二

株式会社片倉キャロンサービス 代表取締役社長 中根　　展

４　
慶
祝
行
事
等

⑴　
還
暦
の
お
祝
い
：
６
名

　

出
席
の
方
の
会
社
名
と
お
名
前
を
紹
介
し
、
記
念
品

を
贈
呈
し
た
。

　
株
式
会
社
Ｍ
Ｇ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
　
代
表
取
締
役
社
長　
小
茅
哲
司
様

　
株
式
会
社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

　
　
代
表
取
締
役
社
長　
菅
澤
一
郎
様

⑵　
永
年
勤
続
者
表
彰

■
役
員
の
部
：
16
年
表
彰　
吉
澤
理
事

　

表
彰
・
記
念
品
贈
呈
を
行
い
、
吉
澤
理
事
か
ら
受
賞

の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

要
旨:

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら

い
、
少
し
は
協
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
と
思
う
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
協
会
に
少
し
で
も

ご
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

還暦のお祝い　佐々木会長を囲んで左に小茅様、右に菅澤様

役員の部　永年勤続者表彰を受ける吉澤様
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永年勤続表彰受彰者

役　員　の　部� （敬称略・氏名五十音順）

16年表彰　以下1名�

会　社　名 氏　名 職名

株式会社サンアメニティ 吉澤　幸夫 理事

委　員　の　部� （敬称略・氏名五十音順）

24年表彰　以下3名�

会　社　名 氏　名 委員会名

日東カストディアル・サービス株式会社 宇賀神　宏 建築物衛生管理委員会

個人委嘱 坂下　祥一 建築物施設保全委員会

ALSOK ファシリティーズ株式会社 筆野　　行 建築物衛生管理委員会

10年表彰　以下4名�

会　社　名 氏　名 委員会名

日本空港テクノ株式会社 荒木　裕仁 建築物衛生管理委員会

株式会社アサヒファシリティズ 大嶋　直樹 広報委員会

個人委嘱 門田　隆男 警備防災委員会

シーバイエス株式会社 山腰　大樹 厚生委員会

6年表彰　以下6名�

会　社　名 氏　名 委員会名

東京美装興業株式会社 五十嵐恒二 建築物施設保全委員会

蔵王産業株式会社 酒井　　学 厚生委員会

ANA スカイビルサービス株式会社 佐々木義崇 建築物衛生管理委員会

日本空港テクノ株式会社 田崎　　光 建築物衛生管理委員会

個人委嘱 硲間　　勉 建築物施設保全委員会

ペンギンワックス株式会社 横島　宏行 厚生委員会

■
委
員
の
部　

　
24
年
表
彰
か
ら
６
年
表
彰
ま
で
合
計
13
名

　

出
席
の
皆
様
を
紹
介
の
上
、
表
彰
・
記
念
品
贈
呈
を

行
っ
た
。

　
24
年
表
彰:
宇
賀
神
宏
様
・
坂
下
祥
一
様
・
筆
野
行
様

　
10
年
表
彰:
大
嶋
直
樹
様
・
門
田
隆
男
様
・

　
　
　
　
　
　
山
腰
大
樹
様

　
６
年
表
彰:

佐
々
木
義
崇
様
・
田
崎
光
様

　

委
員
を
代
表
し
、
筆
野
委
員
か
ら
受
賞
の
ご
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

要
旨:

先
日「
就
任
し
て
か
ら
24
年
３
か
月
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
て
私
自
身
び
っ
く
り
し
て
い
る
。
委
員
就

任
の
き
っ
か
け
は
、
会
社
か
ら
「
講
習
、
研
修
の
仕

事
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
だ
っ

た
。
東
京
協
会
は
東
京
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の

中
心
と
し
て
情
報
を
発
信
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
東
京
協
会
独
自
の
講
習
、
研
修
を
展

開
す
る
中
で
、
講
師
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
責
務
だ

と
考
え
る
。

委員の部　永年勤続者表彰　中央が筆野様
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⑶　
新
入
会
員
挨
拶

　

当
日
会
場
に
出
席
さ
れ
た
新
入
会
員
の
皆
様
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

株式会社
松竹サービスネットワーク
取締役　岡田聡様

富士管財株式会社
代表取締役　雑賀葉子様

株式会社オオケン東京支店
取締役東京支店長　
時吉伸一様

株式会社ＴＨＩＲＤ
代表取締役　井上惇様

株式会社三凌商事　
参事　三谷智裕様

ユアマイスター株式会社
セールス＆カスタマーサク
セス責任者　赤坂彰様

正会員

正会員賛助会員
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新入会員

（1）正会員� （敬称略・入会日順）

入会年月日 会社名 所在地 代表者名 推薦正会員

令和３年
7月1日 株式会社イーグルメンテナンス 中野区沼袋1-19-9 佐藤　健一 株式会社富士管理

令和３年
7月1日 株式会社ＲｅＲ 和歌山県和歌山市八番丁9番地

パーク県信ビル701号 白井　康祐 株式会社ジャレック

令和３年
11月1日 有限会社アンリ社 町田市森野1-7-12-102 大田登志子 千代田装備株式会社

令和３年
11月1日 株式会社三凌商事 町田市木曽東1-34-6 赤石　賢治 株式会社小田急ビルサービス

令和４年
1月1日 株式会社オオケン東京支店 港区赤坂9-6-26 大中　幹夫 株式会社東幸

令和４年
1月1日 富士管財株式会社 世田谷区喜多見9-4-7-412 雑賀　静子 株式会社オリバー

令和４年
3月1日 株式会社松竹サービスネットワーク 中央区築地4-1-1　

東劇ビル５階 鈴木太一郎 スターツファシリティーサービス
株式会社

令和４年
5月1日 株式会社東海ビルメンテナス東京支店 品川区大崎1-6-4　

大崎ニュー・シティ4号館8階 倉田　雅史 株式会社セイビ

令和４年
5月1日 株式会社マイスターエンジニアリング 港区芝4-1-23 平野　大介 株式会社

日本総合コミュニティー

令和４年
5月1日 有限会社里装企画 中野区野方3-6-30 里　　　嘉 株式会社コアズ

（2）賛助会員� （敬称略・入会日順）

入会年月日 会社名 所在地 代表者名 主な営業項目 推薦正会員

令和３年
7月1日 ユアマイスター株式会社 世田谷区三宿1-13-1

東映三宿ビル５階 星野　貴之 システム開発･販売 株式会社
ビーエムアドバンス

令和４年
1月1日 アイテック阪急阪神株式会社 港区芝大門1-9-9

野村不動産芝大門ビル 清水　正明 システム開発･販売 東宝ファシリティーズ
株式会社

令和４年
3月1日 株式会社ＴＨＩＲＤ 新宿区四谷4-25-13

濱庄ビル２階 井上　　惇 システム開発･販売 アイング株式会社

令和４年
3月1日 信越アステック株式会社 千代田区内神田2-2-1 林　　典夫 化学製品･油脂類の

販売、不動産業等
株式会社
タクトコーポレーション

５　
閉
会
の
こ
と
ば

梶
山
副
会
長

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
長
時
間
に
わ
た
る
審
議

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
皆
様
の
ご
協
力
と
議
長
の
湯
谷

様
、
二
宮
様
そ
し
て
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
で
、
無
事

に
総
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

役
員
の
任
期
も
本
日
を
も
っ
て
後
半
に
入
っ
た
。
本

日
ご
承
認
い
た
だ
い
た
議
案
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら
１

年
間
、
役
員
一
同
し
っ
か
り
運
営
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
こ
れ
か
ら
懇
親
会
に
移
る
わ
け
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
残
念
な
が
ら
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
今
月
20
日
に
は
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典
と
そ
れ
に
引
き
続
く
祝
賀

会
が
あ
る
。
本
日
の
慶
祝
行
事
で
表
彰
さ
れ
た
方
々
の

お
祝
い
も
含
め
て
皆
様
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い

た
い
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

梶山副会長
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創立60周年記念式典及び
第56回優良従業員表彰式

開催報告
＜創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式＞
　■開催日時：
　　令和4年６月20日（月）14時から16時
　■開催場所：
　　東京国際フォーラム　Cホール

＜創立60周年記念祝賀会＞
　■開催日時：
　　令和4年６月20日（月）17時から19時
　■開催場所：
　　東京會舘3階「ローズ」

　令和4年6月20日（月）、東京国際
フォーラムにおいて、令和4年5月に当協
会が創立60周年を迎えたことを記念し、
創立60周年記念式典を第56回優良従業員
表彰式と合わせて開催した。
　本特集ではそれらの内容を、当日の様子
とともにお伝えする。
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特 集 2 創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式開催報告

　
本
日
、
こ
こ
に
東
京
都
知
事 

小
池
百
合
子
様
、
公

益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長 

一

戸
隆
男
様
、
参
議
院
議
員
で
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

会
長 

橋
本
聖
子
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆

様
を
お
迎
え
し
、
公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典
及
び
第
56
回
優
良
従

業
員
表
彰
式
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。

に
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
は
、
首
都
東
京
を
支
え

る
基
盤
産
業
に
成
長
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
60
周
年
は
英
語
で
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き
を
放
つ
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
、
私
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
協
会
は
、
昭
和
37
年
の
設
立
以
来
、
昭
和
39
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
清
掃
事
業
の
受
託
、
建
築
物

衛
生
法
の
施
行
な
ど
を
経
て
、
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
正
会
員
5
1
0
社
余
、
賛

助
会
員
約
70
社
を
擁
し
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協

会
を
支
え
る
最
大
の
地
方
組
織
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
ど
も
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
社
会
的
使
命

を
果
た
す
こ
と
を
基
本
方
針
に
掲
げ
、
建
築
物
に
お
け

る
環
境
衛
生
の
向
上
、
犯
罪
の
防
止
、
治
安
の
維
持
や

災
害
の
防
止
、
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
な
ど
を

目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
調
査
研
究
、
教

育
訓
練
、
普
及
啓
発
な
ど
の
事
業
を
通
じ
て
人
材
育
成

や
技
術
力
の
向
上
を
図
り
、
業
界
の
地
位
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
公
益
法
人
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
障
が
い
者
就
労
支

援
事
業
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
な
ど
国
を
挙
げ
た
課
題
に
応
え
る
べ
く
、
各
種
資
格

の
取
得
促
進
、
品
質
管
理
事
業
の
実
施
な
ど
、
よ
り
質

の
高
い
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
実
現
に
努
め
て
お
り
ま

す
。

　
昨
年
は
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業

務
に
参
画
、
各
国
選
手
は
じ
め
関
係
者
か
ら
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の

活
動
を
通
じ
、
業
界
従
事
者
は
社
会
の
存
続
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
公

佐々木会長

会
長
あ
い
さ
つ
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本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
創
立
60
周
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
と
い
う
こ
と
で
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
優
良
従
業
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
会
員
企
業

7
5
7
名
の
方
々
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
春
、
佐
々
木
会
長
は
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
も
誠
に
お

め
で
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
2
年
後
に
控
え
、
東
京
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
昭
和
37
年
に
設
立
を
さ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
皆
様
が
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
健
全
な
育

成
に
取
り
組
ん
だ
実
績
が
今
日
の
東
京
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
お
き
ま
し
て
は
、
清
掃
、
そ

し
て
空
調
設
備
の
管
理
な
ど
を
通
じ
ま
し
て
、
感
染
拡

大
防
止
の
一
翼
を
担
わ
れ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
改

め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
昨
年
、
2
度
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
東
京
は
、
皆
様
方

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
2
0
2
0
大
会
、
こ
の

レ
ガ
シ
ー
を
さ
ら
に
育
て
て
、
多
様
性
、
そ
し
て
包
摂

性
に
あ
ふ
れ
た
都
市
を
つ
く
り
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
方
の
障
が
い
者
雇
用
へ
の
ご
尽
力
は
、
東
京
を
持

続
可
能
な
都
市
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　
同
時
に
、
感
染
症
、
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

な
ど
の
危
機
的
な
課
題
が
存
在
を
し
て
お
り
ま
す
。
中

で
も
、
少
資
源
国
の
我
が
国
が
今
直
面
し
て
い
る
の
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
で
ご
ざ
い
ま
す
。
都
と
い
た
し
ま
し

て
、
現
在
、
「
H
減
ら
す
」、
「
T
創
る
」、
「
T
蓄

め
る
」、
こ
の
頭
文
字
を
取
り
「
H
T
T
」
と
ま
と
め
、

省
エ
ネ
、
節
電
、
そ
れ
か
ら
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
に

よ
っ
て
電
力
を
つ
く
る
こ
と
、
そ
し
て
、
ま
だ
こ
れ
か

ら
成
す
べ
き
こ
と
と
し
て
蓄
電
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ

今
日
、
覚
え
て
、
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
ビ
ル
の
空
調
な
ど
、
東
京
全
体
と
す
れ

ば
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り
、
皆
様
の
協
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
こ
の
「
H
T
T
」
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

こ
れ
か
ら
も
繰
り
広
げ
、
ぜ
ひ
と
も
皆
様
の
行
動
を
伴

う
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
の

来
賓
祝
辞
　

東
京
都
知
事
　 

小
池
百
合
子 

氏
小池百合子氏
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未
来
に
向
け
た
取
組
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
機
器
、
シ

ス
テ
ム
の
適
切
な
運
用
改
善
な
ど
で
協
力
を
改
め
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
の
専
門
知
識
、
そ
し
て
技
術
の
追
求
に
よ
っ
て
、

快
適
で
健
や
か
な
都
市
環
境
が
創
造
し
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
創
立
60
周
年
の
節
目
の
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
協
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
そ
し
て
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
一
言
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
役
員
ま
た
は
委
員
と
し
て
、

協
会
活
動
を
長
年
に
わ
た
り
支
え
、
都
内
建
築
物
の
環

境
衛
生
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
功
績
と
し

て
認
め
ら
れ
た
方
々
に
授
与
さ
れ
る
。

　
以
下
12
名
の
受
賞
者
を
代
表
し
、
当
協
会
名
誉
会
長

一
戸
隆
男
氏
に
小
池
知
事
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

役
員
の
部

7
名
　
五
十
音
順

　
一
戸
　
隆
男 

氏

　
榎
本
　
寛 

　
氏

　
梶
山
　
龍
誠 

氏

　
木
村
　
健
司 

氏

　
田
中
　
光 

　
氏

　
野
口
　
博
行 

氏

　
森
井
　
博
子 

氏

委
員
の
部

5
名
　
五
十
音
順

　
宇
賀
神
　
宏 

氏

　
坂
下
　
祥
一 

氏

　
鈴
木
　
雅
之 

氏

　
宮
田
　
孝
一 

氏

　
横
田
　
英
雄 

氏

東
京
都
知
事
感
謝
状
授
与
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全
国
協
会
2
8
0
0
の
会
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
創
立

60
周
年
に
際
し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

近
年
の
東
京
協
会
と
全
国
協
会
の
関
係
を
語
る
上
で
、

特
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
平
成
28
年
に
世
界
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
を
東
京
で
開
催
し
た
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
実
に
24
年
ぶ
り
の
日
本
開
催
で
し
た
。

　
こ
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
T
O
K
Y
O
と
合
同
で

実
施
し
ま
し
た
。
当
時
、
世
界
23
カ
国
か
ら
7
5
3
名

の
参
加
者
と
、
展
示
会
に
は
1
万
4
0
0
0
人
も
の
来

場
者
を
集
め
ま
し
た
。
大
成
功
で
幕
を
閉
じ
た
記
憶
が

私
の
脳
裏
に
鮮
明
に
焼
き
つ
い
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
思
い
出
が
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。
東
京
協
会
を
は
じ
め
首
都

圏
4
協
会
と
と
も
に
ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
を
結

成
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
1
年
延
期
さ
れ
、
前
例
の
な
い
事
態
で
し
た
が
、

大
会
組
織
委
員
会
か
ら
仰
せ
つ
か
っ
た
選
手
村
ハ
ウ
ス

キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
を
し
っ
か
り
と
全
う
で
き
た
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
2
つ
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
全
国
協
会
と
東
京
協

会
に
よ
る
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
大
規
模
な

事
業
を
実
施
で
き
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
東
京
を
訪
れ

た
世
界
各
国
の
皆
様
に
、
日
本
の
ビ
ル
メ
ン
の
質
の
高

さ
を
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
私
は
誇
り
に
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
私
は
、
常
々
「
安
全
」
と
「
衛
生
」
こ
そ
が
我
が
国

の
文
化
で
あ
る
と
申
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
が
誇
る
文

化
を
支
え
る
の
が
、
ま
さ
に
我
々
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
課
せ
ら
れ
た
社
会
的
な
使
命
で
あ
る
と
私
は
自
負
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
人
と
社
会
を
元
気
に
す
る
仕
組
み
を

つ
く
る
の
が
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
重
要
な
役
割

な
の
で
あ
り
ま
す
。

　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
に
と
っ
て
は
、
60
周

年
と
い
う
記
念
の
年
、
一
つ
の
節
目
で
は
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
10
年
、
20
年
後
の
未
来
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

業
界
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て
、
共
に
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一戸隆男氏

選手村にて選手団からのメッセージと共に記念撮影する
スタッフ

来
賓
祝
辞
　

公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
一
戸
隆
男 

氏
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昨
年
の
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
は
、
全
て
が
コ
ロ
ナ
対
策
で
あ
り

ま
し
た
。
命
と
健
康
を
ど
う
や
っ
て
守
り
抜
い
て
い
く

の
か
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
日
々
努
力
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。2
0
2
1
年
2
月
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
担
当
大
臣
を
仰
せ
つ
か
り
、

そ
の
と
き
か
ら
一
戸
全
国
協
会
会
長
や
佐
々
木
東
京
協

会
会
長
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
選
手
村
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
て
い
く
か
、
事
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
衛

生
上
の
様
々
な
環
境
の
整
備
な
ど
の
問
題
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
、
日
々
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
ご
理
解
い

た
だ
き
、
業
務
を
し
っ
か
り
と
遂
行
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
今
回
の
東
京
大
会
の
成
功
の
全
て

だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
警
備
業
の
皆
様
方
に
は
全
国
各
地
に
お
い
て

ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
形
で
、
8
0
0
0
人

以
上
の
方
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
、
連
携
強
化
を
図

り
、
全
て
を
守
り
抜
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
京
大
会
組
織
委
員
会
に
は
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
攻
撃
も

含
め
4
億
5
0
0
0
万
回
の
ア
タ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た

が
、
全
て
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は

東
京
大
会
組
織
委
員
会
が
初
め
て
の
成
果
で
あ
っ
た
と
、

I
O
C
や
I
P
C
か
ら
も
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
で
は
、
観
光
を
目
的
と
し
た
選
手
村
か
ら
の

外
出
を
禁
止
し
、
入
国
か
ら
出
国
ま
で
の
感
染
防
止
策

を
徹
底
し
て
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
医
療
機
関
を
逼

迫
さ
せ
な
い
た
め
に
、
独
自
の
医
療
研
究
シ
ス
テ
ム
を

構
築
を
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
の
皆
様
方
に
は
21
棟
の
選
手
村
、
メ
イ
ン
ダ

イ
ニ
ン
グ
、
公
共
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
隈
な
く
人
員
を
配
置
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
感
染
者
を
出
さ
な
い
、
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発

生
さ
せ
な
い
こ
と
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
、
世
界
の
選

手
や
関
係
者
か
ら
、
こ
こ
ま
で
き
め
細
か
く
心
が
こ
も

っ
て
い
る
お
部
屋
の
清
掃
や
管
理
に
「
す
ば
ら
し
い
お

も
て
な
し
の
国
な
ん
で
す
ね
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
今
回
の
東
京
大
会
の
成
功
の

鍵
だ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
す
ば
ら
し
い
実
験
を
今
回
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
晴
海
の
選
手
村
の
場
所

は
ち
ょ
う
ど
海
の
端
で
、
選
手
村
か
ら
し
か
流
れ
て

こ
な
い
下
水
の
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
の

生
活
用
水
も
混
じ
ら
な
い
場
所
で
あ
り
ま
し
た
。
選

手
村
の
A
棟
、
B
棟
エ
リ
ア
か
ら
流
れ
て
く
る
下
水

の
調
査
を
性
能
の
高
い
機
械
を
使
っ
て
大
会
期
間
中
に

毎
日
行
い
ま
し
た
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
に
は
、

下
水
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

2
0
6
の
国
と
地
域
が
一
堂
に
会
す
る
場
所
だ
か
ら
こ

そ
次
世
代
実
験
に
お
い
て
、
日
本
で
一
度
も
見
た
こ
と

も
な
い
菌
が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
人
に
感
染
す
る
よ
り
前
に
、
環
境
に
は
感

染
症
が
す
で
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
今
回
の

実
験
で
分
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
近
い
将
来
、
ど
こ
か
の
国
で
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
を
超
え
る
感
染
症
が
発
生
す
る
確
率
は
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
い
ち
早
く
そ
の

橋本聖子氏

記
念
講
演
　

参
議
院
議
員
　
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
会
長
　 

橋
本
聖
子 

氏
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ウ
イ
ル
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
環
境
や
建
物
か
ら
、
し
っ

か
り
と
調
査
や
研
究
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
へ
感
染

す
る
前
に
、
対
策
が
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
調
査
が
で
き
た
の
も
東
京
大
会
な

ら
で
は
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
大
き
な
ご
迷

惑
や
、
負
担
を
か
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
ば

か
り
を
考
え
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
様
々
な
問
題

を
解
決
す
る
上
に
お
い
て
、
大
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
レ
ガ
シ
ー
を
つ
く
り
、

そ
し
て
意
義
と
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
心
が
こ
も
っ
た
共
生
社

会
や
、
多
様
性
と
調
和
と
い
う
も
の
が
根
付
い
た
社
会

を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

選
手
が
あ
れ
だ
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
ま
で
弱
者
と
呼
ば
れ
て
い
た

方
が
、
社
会
が
変
革
を
し
て
、
日
本
が
誰
も
取
り
残
さ

な
い
社
会
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
国
の
最
大
の
強
み
に
こ
れ
か
ら
変
わ
っ
て
い
く
転

換
点
が
昨
年
の
大
会
で
あ
っ
た
の
で
は
と
確
信
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
新
た
な
時
代
を
迎
え
て
い
く
中
で
、
東
京
大
会
を
や

っ
た
意
義
と
価
値
が
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
そ
し
て
す
ば
ら
し
い
共
生
社
会
と
多
様

性
と
調
和
の
取
れ
た
国
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
、

東
京
大
会
組
織
委
員
会
は
、
6
月
30
日
で
解
散
を
す
る

運
び
に
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
歴
史
が
評
価
を
し
て

い
た
だ
く
ま
で
、
こ
の
大
会
の
成
果
と
い
う
も
の
を
も

っ
と
も
っ
と
多
く
の
方
に
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ

し
て
世
界
に
発
信
し
て
い
け
る
も
の
に
育
て
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
今
日
ご
来
会
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
様
、
そ
し
て
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
、
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
皆
様
方
に
は

後
押
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
60
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の
皆
様
方
が
よ
り
す

ば
ら
し
い
協
会
に
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
記
念
講
演
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
感
謝
状
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
危
機
管
理
担

当
局
長
、
佐
藤
智
秀
様
よ
り
授
与
さ
れ
た
。

武
内
基
滋
氏
（
富
士
建
物
管
理
株
式
会
社
）

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
危
機
管
理

担
当
局
長
感
謝
状
授
与

佐藤智秀氏　武内基滋氏

委
員
の
部
　
1
名
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特
別
功
労
役
員
表
彰
　

狩
野
伸
彌
氏(
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

　
昭
和
52
年
か
ら
現
在
ま
で
45
年
も
の
間
、
当
協
会
の

理
事
、
会
長
な
ど
を
経
て
、
今
な
お
最
高
相
談
役
と
し

て
協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
15
年
か
ら
23
年
ま
で
は
、
全
国
協
会
会
長
と

し
て
、
そ
の
後
、
現
在
ま
で
名
誉
会
長
に
ご
就
任
さ
れ

て
お
り
、
我
が
国
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
発
展
に

多
大
な
ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

永
年
功
労
役
員
表
彰

　
10
年
以
上
、
当
協
会
役
員
を
務
め
ら
れ
た
。

大
村
清
保
氏(

い
ず
み
産
業
株
式
会
社)

　

協
会
監
事
17
年

吉
澤
幸
夫
氏(

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ)

　

協
会
理
事
16
年
9
か
月

　
協
会
創
立
時
以
来
、
協
会
会
員
と
し
て
在
籍
、
ま
た
、

協
会
の
委
員
会
に
委
員
を
派
遣
さ
れ
た
会
員
10
社
を
代

表
し
て
、
上
之
原
靖
氏(

株
式
会
社
東
幸)

に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
た
。

　　
協
会
創
立
時
以
来
、
協
会
会
員
と
し
て
在
籍
し
て
い

る
会
員
11
社
を
代
表
し
て
、
川
俣
光
一
氏
（
栄
和
建
物

管
理
株
式
会
社
）
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

狩野伸彌氏

大村清保氏吉澤幸夫氏

上之原靖氏川俣光一氏

会
員
へ
の
感
謝
状
授
与

会
長
表
彰
授
与
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20
年
以
上
、
協
会
会
員
と
し
て
在
籍
、
ま
た
、協
会

の
委
員
会
に
委
員
を
派
遣
さ
れ
た
会
員
66
社
を
代
表
し

て
、
松
本
真
澄
氏(

日
本
空
港
テ
ク
ノ
株
式
会
社) 

に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
20
年
以
上
、
協
会
会
員
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
永
年

会
員
の
3
0
2
社
を
代
表
し
て
、
中
野
俊
哉
氏
(新
幹

線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
株
式
会
社
)に
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
。

　
委
員
会
活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
10
社

を
代
表
し
て
、
中
嶋
徹
治
氏(

株
式
会
社
サ
ン
シ
ン) 

に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　
1
7
8
社
7
5
7
名
の
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
立
石

克
史
氏
（
不
二
興
産
株
式
会
社
）
へ
優
良
従
業
員
表
彰

が
授
与
さ
れ
た
。

　
公
務
ご
多
忙
の
中
、
ご
祝
辞
や
ご
講
演
を
賜
り
ま
し

た
東
京
都
知
事
小
池
百
合
子
様
、
公
益
社
団
法
人
全
国

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
長
一
戸
隆
男
様
、
参
議
院

議
員
で
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
会
長
の
橋
本
聖
子
様

を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
、
特
に
遠
方
か
ら

お
越
し
い
た
だ
い
た
各
地
区
本
部
及
び
各
県
協
会
代
表

の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
は
会
員
企
業
1
7
8
社
か
ら
7
5
7
名

の
優
良
従
業
員
の
皆
様
を
ご
推
薦
い
た
だ
き
、
表
彰
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
堂
に
会
し
て
表

彰
式
を
実
施
で
き
る
の
は
3
年
ぶ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
々
の
活
動
を
通
し
て
、
業
界
全
体
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ご
来
場
の
皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
、
閉
会
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

野口副会長

中嶋徹治氏

東京都交響楽団による
記念コンサート

写真はヴィヴァルディの
「四季」より「春」の演奏

閉
会
の
こ
と
ば

松本真澄氏

優
良
従
業
員
表
彰
授
与

中野俊哉氏
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創
立
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
謹
ん
で
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
自
身
、
東
京
協
会
で
昭
和
52
年
か
ら
理
事
を

務
め
、
10
年
余
り
会
長
を
拝
命
い
た
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
上
で
、
本
日
、
こ
の
よ
う
な
祝
賀
を

迎
え
る
に
至
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
万
感
の
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
協
会
の
歴
史
を

つ
く
り
上
げ
て
き
た
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
協
会
の
立
場
で
東
京
協
会
と
の
関
係
を
近
年
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成
23
年
、
共
に
公

益
社
団
法
人
へ
の
移
行
と
い
う
難
局
を
乗
り
越
え
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
内
閣
府
な
ど

の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
組
織
の
中
で
抱
え
て
い
た
課
題
解
決
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
、
い
わ
ゆ
る
特
例
民
法
法
人
か
ら
の
移
行
を
果
た
し
ま
し
た
。
関
係
す
る
皆
様
に
は
大

変
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
く
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
結
果
と

し
て
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
全
協
に
先
駆
け
て
公
益
社
団
法
人
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
の
10
年
は
、
未
来
に
向
け
た
再
出
発
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
果
た
す
べ
き
社
会
的
な
役
割
と
重
責
は
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
し
て
い
く
も
の
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。
将
来
の
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
の
た
め
に
、
さ
ら
な
る
発
展
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

創立60周年記念祝賀会

　
令
和
4
年
６
月
20
日（
月
）、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
60
周
年
記
念
式
典
開
催
の
後
、

会
場
を
東
京
會
舘
3
階
「
ロ
ー
ズ
」に
移
動
し
、
創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
を
挙
行
し
た
。

来
賓
祝
辞
　

公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
　
名
誉
会
長
　
　
狩
野
伸
彌 

氏

狩野伸彌氏
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鏡
開
き

来
賓
祝
辞
　

都
議
会
自
民
党
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

振
興
政
策
研
究
会
　

会
長
　
宇
田
川
聡
史
氏

会
長
あ
い
さ
つ

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会　
名誉会長　狩野伸彌氏

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会　
　　会長　一戸隆男氏

公益社団法人東京ビルメンテナンス協会　
　　会長　佐々木浩二氏

公益財団法人東京オリンピック・
パラリンピック競技大会　組織委員会　
　　会長　橋本聖子氏

都議会自由民主党
ビルメンテナンス業振興政策研究会　
　　会長　宇田川聡史氏

都議会自由民主党　
ビルメンテナンス業振興政策研究会　
　　顧問　髙島直樹氏 創立60周年を祝い、今後の健康や繁栄を祈念した鏡開き

写真右から

美味しいお料理を堪能しながらご歓談

佐々木会長宇田川聡史氏
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特 集 2 創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式開催報告

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　

　
　
フ
ル
ー
ト
・
ハ
ー
プ
演
奏

中
締
め
　

乾
杯

野口副会長

梶山副会長の高らかなかけ声により、
枡酒で乾杯。

野口副会長による3本締め。会場の皆様にもご起立、ご唱和いただいた。

60年のあゆみをまとめたスライドを大型スクリーン
でご紹介。

多数の皆様からの祝電もご紹介させていただきました。

「マイウェイ」や「星に願いを」など、美しい旋律
で演奏された。フルート奏者　日野真奈美さん　
ハープ奏者　井田結貴乃さん
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

今
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、

日
本
の
足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
陽
性
者
が
増
え
て
い

る
が
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
や
、
緊
急
事

態
の
発
令
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
密
を
避
け
て
し
っ
か
り
と
し
た
対
応
の
中
で

生
活
を
し
て
い
く
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
が
大
事
で
、
心
が
け

て
生
活
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

先
月
は
、
2
日
の
第
12
回
定
時
総
会
に
続
き
、
20
日
、

協
会
の
創
立
60
周
年
記
念
事
業
及
び
第
56
回
優
良
従
業

員
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い

た
。
定
時
総
会
等
で
各
種
の
提
案
説
明
や
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
60
周
年
記
念
式
典
、
優
良
従
業
員
表

彰
式
、
そ
し
て
祝
賀
会
ま
で
連
続
し
て
の
ご
出
席
、
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
60
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の

編
集
に
当
た
っ
て
も
様
々
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。

後
ほ
ど
改
め
て
報
告
す
る
が
、
冒
頭
、
御
礼
の
言
葉
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

本
日
は
、
理
事
職
務
の
継
続
、
入
会
承
認
、
委
員
会

委
員
の
追
加
選
任
、
そ
し
て
東
京
都
へ
の
予
算
要
望
な

ど
、
重
要
な
案
件
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
審
議
を

お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
理
事
職
務
の
継
続
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

大
谷
啓
理
事
か
ら
、
令
和
4
年
6
月
20
日
付
で
、

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
を
退
任
し
、
同
日
付
で
同
社
の
参
与
に
就

任
し
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
併
せ
て
、
定
款
施
行

規
則
第
9
条
に
基
づ
き
、
理
事
継
続
の
申
し
出
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
大
谷
理
事
に
は
、
財
務
委
員
会
委

員
と
し
て
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
引
き
続
き
理
事

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
。
大
谷
理
事
の
現
任

期
終
了
時
ま
で
の
理
事
職
務
継
続
に
つ
い
て
提
案
す

る
。

第
２
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
そ
の
１　
正
会
員　
共
立
管
財
株
式
会
社

　
そ
の
２　
正
会
員　
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン

　
そ
の
３　
正
会
員　
株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｗ
Ａ

　

標
記
正
会
員
3
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第122回

理 事 会 報 告
東京都に対する予算要望を承認

Photo:ゆり

■日時：令和4年7月5日（火）午後3時～午後3時46分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事16名、監事3名

■審議事項
第１号議案　理事職務の継続について
第２号議案　入会の承認について
　　その１　正会員　共立管財株式会社
　　その２　正会員　株式会社クリエイティブクリーン
　　その３　正会員　株式会社ＳＯＵＷＡ
第３号議案　委員会委員の追加選任について
第４号議案　令和５年度 東京都予算要望 
　　　　　　ビルメンテナンス業関係施策について
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■第 122回理事会

70
歳
前
後
と
高
齢
化
が
進
み
、
委
員
会
の
早
急
な
体

制
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
新
た
に
2
名

の
候
補
者
が
推
薦
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
個
人
委
嘱
で

あ
る
。

第
４
号
議
案　
令
和
５
年
度
東
京
都
予
算
要
望

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
関
係
施
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
山
経
営
研
究
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た

■
提
案
説
明

　

毎
年
東
京
都
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
要
望
書
の
提

案
で
あ
る
。
前
段
と
し
て
、
昨
年
度
要
望
に
対
す
る

都
の
回
答
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

大
項
目
1
「
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
」

で
は
、
要
望
し
て
い
た
「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を

評
価
項
目
と
し
て
設
定
し
て
い
る
旨
、
回
答
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
大
項
目
2
「
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び

に
最
低
制
限
価
格
等
を
導
入
す
る
場
合
の
協
議
に
つ

い
て
」
で
は
、
複
数
年
契
約
の
案
件
に
つ
い
て
新
労

務
単
価
に
変
更
す
る
の
は
、
現
在
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
の
一
部
の
み
で
あ
る
が
、「
他
案
件
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
」と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
た
。さ
ら
に
、

「
社
会
保
険
料
の
適
正
な
計
上
」
に
つ
い
て
は
、「
適

切
に
含
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
回
答
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度
の
要
望
書
案
を
作

成
し
た
。
要
望
内
容
は
昨
年
度
か
ら
大
き
く
変
更
し

て
い
な
い
が
、
全
体
的
に
分
量
を
抑
え
る
た
め
に
、

前
文
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
の
要
望
へ
の

回
答
を
基
に
修
正
し
た
。

　

大
項
目
1
「
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
」

で
は
、
政
策
的
評
価
項
目
に
つ
い
て
、「
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」
を
削
除
し
た
。　

　

大
項
目
2
「
十
分
な
予
算
の
措
置
並
び
に
最
低
制

限
価
格
等
を
導
入
す
る
場
合
の
協
議
に
つ
い
て
」
で

は
、
複
数
年
契
約
案
件
に
お
け
る
新
労
務
単
価
へ
の

変
更
に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
に
記
載
す
る
と
と
も
に
、

社
会
保
険
料
に
つ
い
て
の
記
述
を
削
除
し
た
。

　

大
項
目
3
「
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加

資
格
の
審
査
に
つ
い
て
」
は
、
ほ
ぼ
修
正
は
無
い
。

　

大
項
目
4「
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て
」で
は
、

モ
デ
ル
入
札
の
仕
様
が
実
際
の
障
害
者
雇
用
に
は
適

さ
な
い
内
容
だ
っ
た
た
め
、
障
害
者
の
常
用
雇
用
に

つ
な
が
る
契
約
を
増
や
す
と
と
も
に
、
危
険
な
作
業

を
伴
う
契
約
は
除
外
す
る
こ
と
な
ど
を
追
記
し
た
。

　

大
項
目
5
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に

つ
い
て
」
は
削
除
し
た
。

3　
報
告
事
項

⑴　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
木
村
委
員
長

　
第
12
回
定
時
総
会
の
実
施
報
告

　

去
る
6
月
2
日
、
第
12
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
開
催
で
あ
り
、
当
日
の
会

場
出
席
者
は
50
名
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
は
、
議
決
権
行
使
書
や
委
任
状
を
ご
提

出
い
た
だ
い
た
。

　

審
議
事
項
は
4
件
あ
っ
た
が
、
全
て
の
議
案
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
1
、
共
立
管
財
株
式
会
社
は
、
昭
和
49
年
に

設
立
さ
れ
た
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
で
あ
る
。

本
社
は
横
浜
市
に
あ
り
、
神
奈
川
県
協
会
に
加
盟
し

て
い
る
が
、
都
内
の
管
理
物
件
の
増
加
か
ら
、
東
京

エ
リ
ア
の
情
報
収
集
の
ほ
か
、
従
業
員
教
育
の
強
化

等
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
カ
イ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
で

あ
る
。

　

そ
の
2
、
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ク
リ
ー
ン

は
平
成
25
年
に
設
立
さ
れ
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
コ

ア
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社
が
展
開
し

て
い
る
ホ
テ
ル
の
客
室
及
び
共
用
部
分
の
清
掃
を
主

な
業
務
と
し
て
い
る
。
特
定
技
能
等
に
よ
る
外
国
人

労
働
者
を
多
数
雇
用
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
情
報
の

収
集
や
従
業
員
教
育
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
。

推
薦
会
社
は
、
第
一
企
業
中
央
株
式
会
社
で
あ
る
。

　

そ
の
３
、
株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｗ
Ａ
は
、
昭
和
57
年

に
設
立
さ
れ
た
、
清
掃
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
主
な
仕
事

と
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
他
社
と
の
交
流
や
従
業

員
教
育
の
強
化
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
し
て
い

る
。
推
薦
会
社
は
、
東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

で
あ
る
。

第
３
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た

■
提
案
説
明

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
委
員
と
し
て
2
名
の
追

加
選
任
を
提
案
す
る
。
同
委
員
会
で
講
習
会
の
講
師

を
務
め
る
教
育
研
修
専
門
委
員
会
委
員
は
平
均
年
齢
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ま
た
、
今
回
か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
議
決
権
行
使
や

委
任
が
可
能
と
な
っ
た
。
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、

大
き
な
混
乱
も
な
く
、
全
体
の
6
割
弱
の
皆
様
が
利

用
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
議
決
権
行
使
も
お
お
む
ね

受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
見
て
い
る
。

　

次
年
度
は
役
員
改
選
の
議
案
も
付
議
さ
れ
る
の
で
、

準
備
を
進
め
て
い
く
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
修
繕
工
事
等
の
実
施
報
告

　

協
会
の
「
中
期
修
繕
計
画
」
に
基
づ
く
修
繕
工
事

の
実
施
報
告
を
す
る
。

1
．
1
階
女
子
更
衣
室
・
給
湯
室
等
の
改
修
工
事

2
．
2
階
研
修
室
Ａ
Ｖ
機
器
更
新
工
事

3
．
4
階
会
議
室
・
地
下
1
階
研
修
室
机
・
椅
子
等

の
更
新

4
．
地
下
1
階
男
女
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

の
4
件
で
あ
る
。

　

1
か
ら
3
は
、
経
年
劣
化
や
破
損
等
に
よ
り
計
画

さ
れ
て
い
た
修
繕
工
事
を
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

4
の
地
下
1
階
男
女
ト
イ
レ
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
当
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
た
修
繕
工
事
で
は
あ

る
が
、
4
月
下
旬
、
委
託
業
者
に
よ
る
設
備
巡
回
点

検
時
に
汚
水
管
か
ら
の
漏
水
が
確
認
さ
れ
、
早
期
の

対
応
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
、
指
名
競
争
入
札
は
実

施
せ
ず
、
随
意
契
約
に
て
工
事
発
注
を
実
施
し
た
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
森
井
担
当
理
事

①　
労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

　

今
年
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、
10
月
7
日
（
金
）

14
時
か
ら
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
開
催
す
る
。

　

内
容
は
、
各
表
彰
、
東
京
労
働
局
な
ど
の
来
賓
の

ご
挨
拶
、
記
念
講
演
、
大
会
宣
言
等
で
あ
る
。
令
和

2
年
・
3
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
出
席
理
事
の
人

数
を
制
限
し
て
開
催
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
も
大
分
落
ち

着
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
、
理
事
各
位
に

臨
席
い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
例
年
同
様
、
労
働
安
全
衛
生
標
語
、
無
災

害
企
業
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
に
つ
い
て
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
。
優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
労
働
安

全
衛
生
大
会
の
席
上
で
表
彰
を
行
う
。
申
込
み
期
限

は
7
月
11
日
、
多
く
の
会
員
企
業
、
従
業
員
の
方
か

ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

②　
ロ
ー
プ
高
所
作
業
管
理
者
教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
実

施
報
告

　

委
員
会
で
は
、
6
月
を
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全

強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
改
め
て
高
所
作
業
で
の

転
落
、
墜
落
等
の
災
害
防
止
へ
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
う
よ
う
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。6
月
17
日
、

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
よ
り
講
師
を

お
招
き
し
、
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

③　
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
製
作

　

上
記
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
」
に
、

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
と
共
同
し
、

作
業
時
の
安
全
対
策
と
し
て
カ
ー
ド
キ
ー
や
鍵
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
ホ
ル
ダ
ー
を
製
作
、会
員
や
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
に
配
付
し
た
。
引
き
続
き
強
化
月
間
の
普
及

と
安
全
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
都
立
動
物
園
・
水
族
園
ご
招
待
募
集
の
案
内

　

都
立
動
物
園
・
水
族
園
の
入
場
制
限
解
除
を
受
け

て
、
動
物
園
・
水
族
園
へ
の
招
待
事
業
を
7
月
8
日

か
ら
29
日
ま
で
募
集
す
る
。

　

な
お
、
今
後
の
厚
生
事
業
に
つ
い
て
ご
案
内
す
る
。

下
期
は
野
球
大
会
、ゴ
ル
フ
大
会
、ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

観
劇
補
助
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
野
球

大
会
は
残
念
だ
が
中
止
す
る
。
理
由
は
、
チ
ー
ム
を

擁
し
て
い
る
多
く
の
会
社
で
本
格
的
な
練
習
の
再
開

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
猛
暑
も
予
想
さ
れ

て
お
り
、感
染
防
止
対
策
と
両
立
し
な
が
ら
の
プ
レ
ー

は
選
手
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
た
め
、
安
全
面
を

考
慮
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
、
観
劇
補
助
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
対
策

を
行
っ
た
上
で
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

オ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

①　
上
級
救
命
講
習
会
の
開
催 

　

警
備
防
災
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
8
月
3
日
及
び
11

月
14
日
の
2
回
、
上
級
救
命
講
習
を
開
催
す
る
。
本

講
習
は
救
命
活
動
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は

な
く
、
受
講
者
へ
技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
非
常

に
好
評
な
講
習
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
募
集

定
員
を
通
常
の
半
分
と
し
、
抽
選
制
で
開
催
し
て
い

る
。
8
月
開
催
分
は
既
に
募
集
を
締
め
切
っ
た
が
、

11
月
分
は
9
月
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。

②　
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
体
験
学
習
ツ
ア
ー
の

実
施

　

警
備
防
災
見
学
会
と
し
て
、
9
月
16
日
（
金
）
に
、
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東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
で
約
90
分
間
の
専
門
ガ
イ

ド
付
き
体
験
学
習
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
こ
の
公
園

は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、
最
大
震
度
7
の
首

都
直
下
地
震
の
発
生
か
ら
避
難
ま
で
を
リ
ア
ル
に
体

験
し
な
が
ら
、
生
き
抜
く
知
恵
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
体
験
型
の
防
災
学
習
施
設
で
あ
る
。
7
月
19
日

か
ら
先
着
順
で
募
集
を
開
始
す
る
。

カ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

　
第
21
回
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会
へ
の
協
賛
と

専
門
委
員
・
補
佐
員
の
派
遣

　
「
東
京
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
し
て
知
ら
れ
る
同
大

会
だ
が
、
今
年
度
も
主
催
団
体
の
独
立
行
政
法
人
高

齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
東
京
支
部
か
ら
、

大
会
へ
の
協
賛
と
専
門
委
員
・
補
佐
員
の
派
遣
依
頼

が
あ
っ
た
。
大
会
に
協
賛
し
、
専
門
委
員
3
名
、
補

佐
員
7
名
を
派
遣
す
る
。
大
会
は
、
来
年
2
月
18
日

に
小
平
の
東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
開
催
予

定
で
あ
る
。

キ　
60
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　
60
周
年
記
念
事
業
の
実
施
報
告

　

協
会
は
5
月
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
、
6
月
20
日
、

記
念
式
典
を
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
祝

賀
会
を
東
京
會
舘
に
お
い
て
開
催
し
た
。
1
年
以
上

前
か
ら
準
備
を
進
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
と
い
う
こ
と

で
、
一
時
は
実
施
も
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
式
典
で
は
主

賓
に
小
池
都
知
事
、
全
国
協
会
の
一
戸
会
長
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織

委
員
会
の
橋
本
会
長
を
お
迎
え
し
、
そ
の
他
、
全
国

か
ら
各
地
区
本
部
長
や
各
道
府
県
協
会
長
な
ど
多
数

の
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
祝
賀
会
は
初
め
て
着
席
方
式
で
開
催
し
た
。

全
国
協
会
の
狩
野
名
誉
会
長
や
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
政
治
連
盟
と
つ
な
が
り
の
深
い
議
員
の
先
生
方

を
お
招
き
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
催
事
も
十
分
な
感
染
対
策
を
行
い
、
盛

会
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
者
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
『
60
年
史
』
に
つ
い
て
は
お
届
け
済
み
だ
が
、
４
章

立
て
の
１
１
８
ペ
ー
ジ
、
Ａ
４
判
の
フ
ル
カ
ラ
ー
で

あ
る
。
会
員
の
皆
様
の
ほ
か
、
国
立
国
会
図
書
館
な

ど
関
係
各
所
に
配
付
し
た
。

　

本
事
業
の
決
算
は
ま
だ
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
が
、

9
月
理
事
会
で
決
算
報
告
を
し
、
本
実
行
委
員
会
は

解
散
と
な
る
。

ク　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
２
の
進
捗
状
況

　

開
催
が
7
月
14
日
・
15
日
に
迫
っ
て
き
た
。
概
要

な
ど
は
、
5
月
の
理
事
会
で
報
告
し
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
を
報
告
す
る
。

　

開
催
に
向
け
た
広
報
活
動
と
し
て
、
山
手
線
の
主

要
17
駅
や
会
場
の
あ
る
大
門
駅
な
ど
に
フ
ェ
ア
の
ポ

ス
タ
ー
を
直
前
の
1
週
間
程
度
掲
示
す
る
。
ま
た
、

佐
々
木
会
長
に
出
席
を
お
願
い
し
、
ダ
ル
マ
の
目
入

れ
式
な
ど
を
含
め
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

実
施
す
る
。

　

さ
ら
に
、
特
別
講
演
と
し
て
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
＆

ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
タ
ッ
ク
川
本
氏
に
講
演
い

た
だ
く
ほ
か
、「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

た
め
の
新
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
一
堂
に
会
す
る
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
会
期
終
了
後
に
は
、
ご
来
場
い

た
だ
け
な
か
っ
た
方
向
け
の
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
を

実
施
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
打
ち
勝
ち
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

界
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
フ
ェ
ア

通
じ
て
示
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
、
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。

⑵　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
千
代
田
区
役
所

　

千
代
田
区
か
ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
公
契
約
審

議
会
委
員
と
し
て
高
橋
専
務
理
事
の
派
遣
依
頼
が

あ
っ
た
た
め
、
継
続
し
て
派
遣
す
る
。
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⑶　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

　

5
月
：
協
会
の
中
期
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
1
階

女
子
更
衣
室
・
給
湯
室
の
改
修
工
事
、
2
階
の
Ａ
Ｖ

機
器
更
新
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
4
階
の
机
・

椅
子
を
更
新

　
　

6
月
2
日	

第
12
回
定
時
総
会

　
　
　
　

20
日	

創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
第
56
回
優

良
従
業
員
表
彰
式　

於
：
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム

	

60
周
年
記
念
祝
賀
会　

於
：
東
京
會

舘

	

中
期
修
繕
計
画
に
基
づ
く
地
下
1
階

の
ト
イ
レ
改
修
工
事
実
施

イ　
今
後
の
予
定

　
　

7
月
12
日	

全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
会

　

14
日
・
15
日	

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
２
０
２
２

	

於
：
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松

町
館

　
　
　
　

21
日	

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
定
時

総
会　

於
：
徳
島
市

　
　

9
月
6
日	

三
役
会
・
第
１
２
３
回
理
事
会

　
　

10
月
4
日	

三
役
会

　
　
　
　

7
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会

　

10
日
～
16
日	

新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

２
０
２
２

	

於
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
、
ス
ペ
イ
ン

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
４
社
、
賛
助
会
員
69
社
（
7
月
1
日

現
在
）

エ　
今
後
の
講
習
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
定
員

　

協
会
が
主
催
す
る
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
一

昨
年
来
一
部
中
止
す
る
と
と
も
に
、
実
施
す
る
場
合

の
定
員
上
限
を
本
来
の
定
員
の
半
分
に
し
て
き
た
が
、

東
京
都
独
自
の
「
リ
バ
ウ
ン
ド
警
戒
期
間
」
が
終
了

す
る
と
と
も
に
、
都
の
感
染
状
況
、
医
療
提
供
体
制

も
一
時
期
よ
り
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
6
月
15
日

以
降
に
募
集
す
る
講
習
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
定
員
制
限
を
解
除
し
、
本
来
の
姿
に

戻
し
た
。

　

た
だ
し
、
実
習
を
伴
う
一
部
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

研
修
の
質
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
当
面
定
員
の
7
～

8
割
で
試
行
実
施
す
る
。
ま
た
、
演
習
を
含
ま
な
い

講
義
型
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
会
員
の
利
便
性
に
配
慮
す

る
た
め
、
で
き
る
だ
け
オ
ン
ラ
イ
ン
と
の
併
用
で
の

開
催
を
実
施
す
る
。

　

最
近
、
再
度
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
が
、
受
講
者

本
人
の
マ
ス
ク
着
用
の
ほ
か
、
協
会
と
し
て
も
検
温
、

手
指
消
毒
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
の
義
務
づ
け

な
ど
、
感
染
拡
大
防
止
措
置
に
は
十
分
留
意
す
る
。

4　
そ
の
他

⑴　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
の
省
エ
ネ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

電
力
の
需
給
逼
迫
を
受
け
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

会
館
の
共
用
部
分
を
原
則
消
灯
す
る
と
と
も
に
、
冷

房
温
度
の
設
定
温
度
を
若
干
高
め
に
調
整
し
て
い
る
。

⑵ 

「
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

２
０
２
２ 

ｉ
ｎ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ペ
イ
ン
」
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
戸
名
誉
会
長

　

全
国
協
会
か
ら
周
知
済
み
の
標
記
の
件
に
つ
い
て
、

一
戸
名
誉
会
長
（
全
国
協
会
会
長
）
か
ら
、
改
め
て

案
内
が
あ
っ
た
。



33 2022.8・9  Network Tokyoマンネリ化　気の緩む時こそ　慎重に

３Ｅレポート
環境関連情報

エネルギー
エコノミー
エコロジー

No.56

情報提供

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ
相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて
頂きます、お気軽にお声掛け下さい。
必ずやご期待にお応え致します。

●東京都、東電 HD へ株主提言・　　
　蓄電機能拡大や電力安定化など
　東京都は、東京電力の 1.2% を持つ大株主。ウクラ
イナ情勢の影響により、政府はロシア産石炭輸入禁止
を発表するなど、エネルギーをめぐる厳しい世界情勢
は長期化の恐れがあり、首都圏の電力の安定供給に支
障をきたすことが懸念されている。
　また、都内に電力需給ひっ迫警報が発令された際に
は、都民・事業者の協力により当面の需給バランスは
緩和されたが、福島県沖地震による発電所の停止等の
影響も継続している。国からは今夏、今冬における電
力需給についての厳しい見通しが示されるなど、電力
需給が一層ひっ迫する可能性があるという。

　首都圏における電力需給の問題は、都民・事業者の
生活・業務に直結することから、脱炭素化の視点も踏
まえつつ、確実に電力の安定供給を確保していかなけ
ればならない。
　今回、都は、東京電力に対し、「電力の安定供給」や「水
力発電や蓄電池、水素等を活用した蓄電機能等の創出」
などの株主提案を行った。
　また、同社に協定締結に向けた協議の申し入れを行
った。「環境展望台」
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危
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・
15	

東
京
都
パ
ー
ト
ナ
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シ
ッ
プ
条
例
が
成
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日
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付
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開
始
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融
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す
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へ
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催
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岸
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催
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２
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収
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２
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ギ
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ジ
ョ
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ソ
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首
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で
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た
れ
死
亡
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経
済
危
機
ス
リ
ラ
ン
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で
首
相
が
辞
意

を
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・
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第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙
で
自
民
党
が

改
選
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数
と
な
る
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議
席
を
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得
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岸
田
首
相
が
改
憲
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導
へ
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表

明
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安
倍
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相
の
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儀
が
東
京
・
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園
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増
上
寺
で
営
ま
れ
る

7
・
13	

東
電
旧
経
営
陣
に
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兆
円
の
賠
償
命
令
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月

月

講習会カレンダー

講習会カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土

31 1 2 3 4 5 6

28 29 30 31 1 2 3

7 8 9 10 11 12 13

4 5 6 7 8 9 10

14 15 16 17 18 19 20

11 12 13 14 15 16 17

21 22 23 24 25 26 27

18 19 20 21 22 23 24

28 29 30 31 1 2 3

25 26 27 28 29 30 1

82022

92022

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号)講習

◉石材メンテナ
ンス講習

◉空調熱源設備
の保守管理

◉現任警備員業務別教育(1号)講習
◉よくわかる総合清掃
　（床・ガラス・トイレ全般）

◉初めての床剥
離洗浄講習

◉初めての
　ポリッシャー講習
◉現任警備員
　基本教育講習

◉設備と図面の
基礎

◉ポンプの基礎
　知識（初級編）

●10月分講習会
情報公開日(HP)

◉初心者向け
　防火防災の
　基礎

◉カーペットメンテナンス講習
◉危険予知訓練

（KYT)1日講習
◉品質管理基礎コース

◉現任警備員
　基本教育講習 ◉初めてのポリッシャー講習

●11月分講習会
情報公開日(HP)

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号)講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(2号)講習

◉ビルの電気設備
（初級編）

◉空気調和と
　空気線図の
　基本

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号)講習

◉保護継電器と
保護協調

◉現任警備員
　基本教育講習

◉第一種衛生管理者試験対策講習

◉高圧・特別高圧電気取扱者安全衛生特別教育

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育 ◉清掃作業従事者研修Aコース

※7月15日現在で開催する予定の
　講習会のみ掲載しております。
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日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

 23  24 25 26 27 28 29

月 講習会カレンダー

30 31

102022

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号)講習

◉トイレ清掃講習
◉現任警備員業務別
　教育(2号)講習
◉消防用設備の基礎知識

◉初めての
　ポリッシャー講習
◉消防技術実技

専門教育

◉ビルの給排水・
衛生設備

◉現任警備員
　業務別教育
　(1号)講習 ◉ビルクリ2級実技

　最終確認講習

◉現任警備員業務別
教育(1号)講習

●12月分講習会
情報公開日(HP)

 ◉現任警備員
業務別教育(1号)
講習　　　　　

◉品質管理
　実践コース

◉品質評価法
　講習
◉建築物ねずみ等

防除作業従事者
研修※

◉安全管理者選任時研修
◉障がい者清掃作業指導者コース

◉新任警備員教育

◉設備管理の基礎(新人教育）

※オンライン開催。詳細は決まり次第、HPにてご案内します。

◉設備管理の基礎(新人教育）　10/18まで

◉新任警備員教育
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37 2022.8・9  Network Tokyo終わりかけ、気持ちが離れ要らぬ事故、集中切らさず、事故防止。

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

URL植物性合成洗剤

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

　スペースショット「万能環境クリーナー」は、米国海軍の航空母艦の甲板、戦闘機のボディー・エンジンルー
ムに使用されていて機械油も除去出来る洗剤です。
　ほとんどの素材に使用できて腐食・変色もなく、ウイルス・細菌を除去します。また、二次汚染が無く、
なお且つ河川・海にも流すことが出来る環境対応の洗剤です。洗浄後の水洗いが不要のため、CO2 削減（上下
水道代、電気代、人件費の削減）、作業時間を短縮することができます。

SDGsに最適な洗剤。洗浄後の水洗い不要。

万能環境クリーナー
オーブ・テック株式会社　TEL : 03-5997-1691　URL：https://www.orbtech.co.jp

商品ページURL  
https://www.orbtech.co.jp/万能環境クリーナー/

商品ラインアップ

18L

4L 1000ml

500ml



382022.8・9  Network Tokyo 『幸』せと　『辛』さの違い　紙一重　急いだ判断　実は結ばない

FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報　第595号

令和4年8・9月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　
ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

大 嶋　 直 樹

奥 出　 隆 之

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

委員五十音順

編
集
後
記

　

先
日
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
親
子
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
で
娘
が
学
校
か
ら
持
ち
帰
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
き
っ
か
け

で
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
楽
し
そ
う
な
イ
ラ
ス
ト
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
見
て
「
行
き
た
い
！
ぜ
ひ
行
き
た
い
！
」
と
な
り
、
申
し
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
、
と
あ
る
ビ
ル
の
屋
上
（
屋
外
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
マ
マ
は
暑
い
と
こ
ろ
に
は
基
本
出
掛
け
ま
せ
ん
。「
ほ
ら
、《
男

の
子
＆
パ
パ
も
大
歓
迎
！
》
っ
て
書
い
て
る
じ
ゃ
な
い
」
と
。「
な
る

ほ
ど
。
多
様
性
の
時
代
だ
し
ね
」
私
に
拒
否
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
日
の
最
高
気
温
は
な
ん
と
36
度
。
子
供
た
ち
が
「
ハ
ワ
イ
！
ハ

ワ
イ
！
」
と
ウ
キ
ウ
キ
歩
い
て
い
る
の
を
横
目
に
「
こ
れ
は
熱
中
症

で
倒
れ
る
の
で
は
？
」
と
一
人
足
取
り
重
く
会
場
へ
向
か
う
の
で
し

た
。
し
か
し
、
会
場
に
到
着
す
る
と
屋
上
に
は
屋
根
が
あ
り
（
日
陰
！
）、

風
が
と
て
も
気
持
ち
よ
く
眼
前
に
は
一
面
青
空
が
。「
お
ぉ
っ
、
こ
れ

は
ち
ょ
っ
と
、
な
ん
と
い
う
か
、
ハ
ワ
イ
っ
ぽ
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と

胸
を
撫
で
お
ろ
し
た
の
で
し
た
。

　

早
速
、
子
供
た
ち
は
衣
装
の
パ
ウ
ス
カ
ー
ト
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ス

カ
ー
ト
）
を
嬉
し
そ
う
に
履
い
て
準
備
万
端
。
残
念
な
が
ら
パ
パ
用
の

衣
装
ら
し
き
も
の
は
な
く
、
会
場
に
は
男
の
子
も
パ
パ
も
見
当
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。「
多
様
性
の
時
代
は
ま
だ
途
上
だ
な
」
と
思
い
つ
つ

「
や
る
か
ら
に
は
や
る
ぞ
！
」と
気
合
を
入
れ
て
、い
ざ
授
業
開
始
で
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
基
本
的
な
ス
テ
ッ
プ
2
種
類
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

ま
し
た
。
一
つ
目
の
〈
カ
ホ
ロ
〉
は
左
右
に
2
歩
ず
つ
動
く
動
作
で
す
。

両
手
を
ウ
ェ
ー
ブ
し
て
横
移
動
す
る
、
フ
ラ
ン
ダ
ン
ス
と
聞
い
て
真
っ

先
に
思
い
浮
か
べ
る
あ
の
動
き
で
す
。
体
を
上
下
さ
せ
ず
し
な
や
か
に

重
心
を
移
動
す
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
こ
ち
ら
は
比
較
的
易
し
い

気
が
し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
〈
ヘ
ラ
〉
は
左
右
の
足
を

交
互
に
前
に
出
し
て
元
の
位
置
に
戻
す
ス
テ
ッ
プ
で
す
。
腰
を
固
定
し
、

膝
か
ら
下
を
斜
め
前
に
出
し
ま
す
。
単
体
で
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
の

で
す
が
、（
横
に
広
げ
る
よ
う
な
）
手
の
動
き
を
合
わ
せ
る
と
途
端
に

手
足
が
バ
ラ
バ
ラ
。
脳
が
上
手
く
処
理
し
ま
せ
ん
。
電
池
切
れ
か
け
の

ロ
ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
動
き
で
す
。
こ
の
辺
り
は
子
供
た
ち
の
方
が
上
手

で
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
組
み
合
わ
せ
て
、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん

夜
の
星
を
（
坂
本
九
）」
を
踊
る
と
い
う
の
が
課
題
で
す
。
練
習
を
重

ね
、
最
後
は
子
供
た
ち
、
マ
マ
・
パ
パ
、
そ
れ
ぞ
れ
ミ
ニ
発
表
会
で

披
露
し
あ
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
上
手
だ
っ
た
か
な
ん
て
無
粋
で
す
よ

ね
。
も
ち
ろ
ん
ど
ち
ら
も
花
丸
で
し
た
！

　

夏
真
っ
盛
り
で
す
。
こ
ま
め
な
水
分
、
塩
分
補
給
な
ど
熱
中
症

予
防
行
動
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

 

株
式
会
社　

ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ　

大
嶋　

直
樹

7
月
7
日

【 

協　

会 
】

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

（
2
0
2
2
年
７
月
号
）

 

・
「
熱
中
症
の
予
防
」
の
ご
案
内

 

・
「
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
体
験
学
習

　
　

ツ
ア
ー
」
の
ご
案
内

 

・
「
令
和
4
年
度
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
等
安
全

　
　

対
策
強
化
支
援
事
業
」
の
ご
案
内
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

告　知　板 2022.8・9　Vol.595
（赤色の太字部分が変更になった箇所)（※7月15日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。)

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

（住所・電話・ＦＡＸ変更)

株式会社サンケイ
ビルメンテナンスサービス

村上　　純平 105-0003 東京都港区西新橋1-2-9
日比谷セントラルビル12F

03-6772-5561 03-6772-5563

（代表者名変更）

ALSOKファシリティーズ
株式会社

鈴木　　一三 102-0081 東京都千代田区四番町4-2
BANビル3F

03-3264-2923 03-3264-1830

株式会社ハリマビステム 免出　　一郎 111-0053 東京都台東区浅草橋5-20-8
CSタワー10F

03-5820-5305 03-5820-5307

株式会社
トヨタエンタプライズ

牧野　　　武 102-0074 東京都千代田区九段南2-3-18 03-3237-0834 03-3263-5922

株式会社ハリマビステム 免出　　一郎 111-0053 東京都台東区浅草橋5-20-8
CSタワー10F

03-5820-5305 03-5820-5307

朝日建物管理株式会社
東日本営業本部

吉岡　　成人 104-8011 東京都中央区築地5-3-2
朝日新聞東京本社新館11F

03-3549-1465 03-3549-1466

新幹線メンテナンス
東海株式会社

大山　　隆幸 103-0027 東京都中央区日本橋3-1-17
日本橋ヒロセビル内

03-3273-3095 03-3273-3097

（住所変更）

株式会社エイコー 山田　一太朗 105-0013 東京都港区浜松町1-30-5
浜松町スクエアビル3Ｆ

03-5470-9531 03-5472-5203

株式会社NAOX 長堀　　直幸 114-0002 東京都北区王子1-25-11 03-3912-8191 03-3912-8198

（入会）

株式会社SOUWA 服部　　　亮 170-0013 東京都豊島区東池袋1-33-4
ニュー池袋ハイツ905号

03-6907-3331 03-6907-3332

共立管財株式会社 斎藤　　一郎 103-0012 東京都中央区日本橋堀留町2-3-3
堀留中央ビル2F

03-5649-6600 03-5649-6996

クリエイティブクリーン
株式会社

山田　　昌敬 104-0028 東京都中央区八重洲2-10-10
新八重洲ビル3F

03-6262-2942 03-6262-2945
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